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泉州地区木帆船時代の漁業生産技術
　―　大岞と祥芝のフィールドワークに基づいて　―　
Fisheries Production Technology in the Quanzhou Area during the Era of Wooden Sailboats :  




























































































農暦 5 - 6月：禁漁期。




















































































































































































　以上の船、たとえば大鍾、漏尾、牽罾は、キールが 12.15 m、船面が 18 m、積載重量が 20トン
である。その他は、全部積載量が少ない船である。たとえば囲罾の積載量は 1.5トン、古仔は 1ト
ン、算網と流刺網の積載量は 2トンである。腿罾は少し大きく、長さが 12.9 m、幅が 2.7 m、高さ




































































































さが 2 m半、幅が 30 cm、厚さが 12 cmである。“罟”の音を出せば、比較的小さい魚を意識不明
にするか、あるいは死亡させることができる。罟の音を出すと同時に、サンパンは次第に大船へ寄
り、魚も大船へ移動していく。最後に、大船とサンパンの包囲圏が形成され、網を放って魚を捕る
時機になる。罟を鳴らすのは絶滅する漁労方式であり、禁止されたが、中国沿海における大、小黄
魚の跡もなくなってしまい、これは痛ましい教訓である。
6 ）虾（エビ）
　虾を捕る網は虾拖網という。昔は網の他に、竹篾で編まれる虾籠も使った。虾拖網の口は四角
形、高さが 1 m、長さは船の大きさに伴って変える。虾拖網の口を土層に沈める部分には、足りる
分量の鉛を入れる。そのため、作業を行うとき、網は漂うことがない。網口上端の両角に縄があ
り、縄の別の一端を船に結ぶ。虾は一般的に土層の表面に生活しており、虾拖網は移動するとき、
虾が驚き、全力で上へ泳ぎ、網の中に入る。虾を捕るとき、一般に砂地が平坦な海底を選ぶ。
６．結語
　いわゆる山の者は山に糧を求め、海の者は海に糧を求める。泉州は沿海都市として、古くから漁
業が発展している。当地の漁民は海を田にし、長期に海洋と関わってくる中、当地に合った漁業生
産技術や道具を創造し、今まで続いている。残念なのは、本稿が今回行ったような専門的研究が、
今までほとんどないことである。本稿は、地方志史料とフィールドワークの資料を合わせる方法を
採用し、泉州地区における伝統的な漁業生産技術および具体的な操作過程を系統立てて整理した。
その中から、早くも古代に、泉州沿海の漁民たちは季節漁労を行い始め、年を単位としての漁労周
期を創造した。泉州近海の漁業資源が少ないので、今まで、泉州の漁民は地域にまたがる伝統的漁
労を保っている。漁民たちは、生活実践の中で創造した漁業生産道具が当地の海洋環境、漁業生産
方式および習慣などと密接な関係にあり、地方の特徴を持っており、泉州沿海漁民の創造力と知恵
を十分に現している。泉州地区で常用される漁船を研究する中で、その漁船は生産の需要を達成す
るために製造されたことがわかる。これは、漁業生産と造船との関係を研究することについてある
程度助けになると考えられる。漁業生産の具体的な過程内容については、フィールドワーク資料の
整理から得ることができた。漁民がどうやって漁業生産を進行するのかを深く理解することは、漁
民生活の一面を理解することでもある。それも、地方志の中で欠乏している内容である。もちろ
ん、本文の中で紹介したのは、伝統的漁業生産の一面である。漁民が海に出る前の購買と整備、漁
労後の海産物の処理方法と販売ルート、漁船上の人員配置、分業および、収益の分配などの問題
は、今後の研究方向である。
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